


　佐久島の北側、高千谷（たかちや）海岸に2012年に設置された荒木由香里『星

を思う椅子』が新たに『星を想う場所』として制作されました。

　前作は、佐久島の浜辺で拾ったシーグラスやプラスチックのかけらなどを集め

て作られた椅子に腰掛け、目の前の海や空を眺めながらその向こうにある宇宙や

星々について思いを馳せるものでした。今回の『星を想う場所』は、筒状の作品の

中に佐久島の海岸で拾った貝殻、蟹の甲羅、シーグラスや海草などが、荒木の手に

よって身近なもの（文房具、造花、鏡など）と組み合わされたたくさんの星のかけら

がちりばめられていて、それが星座のように空間に浮かんでいて、それをのぞき込

んで奥へ深く遠くの宇宙や星々を想うことが作品のテーマになっています。

　この作品は季節や時間によって、見ることの出来る範囲が変化し、深い場所に

あるものは、まるで深宇宙にある天体のようにその姿は判然としません。作品を見

る者は、かすかな光と想像力を頼りにそのおぼろげなかたちや、それらによって構

成される世界の姿に想いを馳せることになり

ます。

　『星を想う場所』は、佐久島の海岸に立っ

て、星のかけらを手がかりに、遙か遠い空の

かなたに繋がる場所でもあるのです。でかけ

てみましょう。


